
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 探究のサイクル１（２０時間） 探究のサイクル２（３０時間） 探究のサイクル３（２０時間） 

知る 
・「福祉」について話し合う。 ・海田町には，どんな人が住んでいるのかを知る。 

・みんなにやさしい海田町になっているのか調べてみたいとい
う意欲を高める。 

・やさしい海田町にするために，自分たちができることについ
て再度話し合い，決定する。 

観る 
・世の中には，様々な人がいることに気付く。 ・いろいろな立場の人の視点に立って考えるための計画を立て

る。（高齢者疑似体験・車椅子体験・認知症講座・海田児童館（ネ
ウボラ）・幼稚園児との交流） 

・伝える相手のことを想像して，伝えるための効果的な方法を
考える。 

探る 
・誰もがくらしやすい世の中になるために，どんな仕事がある
のかや身の回りにどんな工夫がされているのかを本やインター
ネットで調べる。 

 

・体験活動を通して分かったことを整理し，自分たちにできる
ことを考える。 

国語科「はんで意見をまとめよう」 

・これまでの学習を整理し，伝える内容を考える。 

創る 
・調べたことをもとに報告書にまとめ，紹介し合う。 

国語科「仕事のくふう，見つけたよ」 

・自分たちにできることをまとめ，まずは幼稚園児との交流で
実践する。（海田みどり幼稚園 年長組） 

 

・校内や地域などに発信する。 

国語科「わたしたちのがっこうじまん」 

省みる 
・自分たちの活動を振り返り，出てきた疑問から次の学習課題
の課題をもつ。 

・自分たちの活動を振り返り，自分たちの考え方を広げるため
に，次の学習活動の課題をもつ。 

・１年間の学びを振り返る。 

 自分たちが考えたやさしさを届けることができたか。 

 学習したことを今後の生活にどうつなげていくか。 

 

単元構想図 
≪本質的な問い≫ 

様々な人とともにくらしていくために，海田町の一員として，自分たちにできることは何だろう。 

 

第３学年 単元名「みんなにやさしい海田町 ～やさしさいっぱいとどけ隊～」（全７０時間） 
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新
た
な
問
い
へ 

① 「福祉」とは何か知ろう。 

②体験を通して，自分たちにできることはどんなことか考

えよう。 

③自分たちにできることを実践しよう。 

（別紙１） 

相
手
意
識
を
も
ち
な
が
ら
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
行
動
に
移
す
児
童

が
少
な
い
。 

問題 


